
　 村 民 の 皆 様 、  明 け ま し て お め で と う ご ざ い ま
す 。

 

　 本 年 が 皆 様 に と っ て 、  笑 顔 と 希 望 に あ ふ れ る
一 年 と な り ま す よ う 、  お 喜 び 申 し 上 げ ま す 。  また 、  日 頃 よ り 村 政 の 推 進 に ご 支 援 と ご 協 力 を 賜り 、  深 く 感 謝 申 し 上 げ ま す 。

 

　 さ て 、  昨 年 を 振 り 返 り ま す と 、  村 民 の 皆 様 の
ご 協 力 の も と 、  地 域 の 安 全  ・  安 心 の 確 保 や 生 活環 境 の 整 備 、  さ ら に は 産 業 振 興 や 文 化 活 動 の 推進 な ど 、  様 々 な 取 り 組 み を 着 実 に 進 め る こ と がで き ま し た 。  ま た 、  教 育 や 福 祉 の 分 野 に お い ても 多 く の 成 果 を 挙 げ る こ と が で き 、  村 全 体 の 活力 向 上 に 繋 が っ た 一 年 で あ っ た と 感 じ て お りま す 。  特 に 、  福 祉 や 子 育 て の 面 で は 、  健 診 や 医 療支 援 の 充 実 、  子 ど も た ち が 健 や か に 成 長 で き る教 育  ・  環 境 づ く り な ど 、  若 い 世 代 が 希 望 を も って 活 躍 で き る 環 境 づ く り 、  そ し て 、  子 育 て や

教 育 の 充 実 を 図 る こ と で 、  「 子 育 て し や す い 村 」「 安 心 し て 暮 ら せ る 村 」  を 目 指 し 、  福 祉 の 充 実 に全 力 で 取 り 組 ん で ま い り ま し た 。

 

　 今 年 、  令 和 8 年 は 、  地 域 の 力 を 結 集 し 、  持 続 可
能 な 村 づ く り を 力 強 く 前 進 さ せ る 一 年 と し 、  観光 や 農 水 産 業 の 発 展 は も と よ り 、  定 住 促 進 や 人口 減 少 対 策 に も 全 力 で 取 り 組 ん で ま い り ま す 。

 

　 ま た 、  昨 今 の 物 価 高 騰 に 伴 い 、  米 や 日 用 食 品
の 値 上 が り は 、  私 た ち の 暮 ら し に 大 き な 影 響 を及 ぼ し て お り 、  毎 日 の 暮 ら し に も 様 々 な 工 夫 が求 め ら れ て い る 状 況 に あ り ま す 。  こ う し た 厳 しい 状 況 だ か ら こ そ 、  村 と し て も 必 要 な 対 策 を 講じ 、  皆 様 の 暮 ら し を し っ か り 支 援 し て ま い りま す 。

 

　 さ ら に

、
昨 年

、
戦
後

8 0年
の 節 目 を 迎 え た 恩 納

村 遺

族 会 が 、  長 い 歴 史 に 幕 を 下 ろ さ れ ま し た 。

今 回 の 解 散 の ご 決 断 は 、  時 代 の 変 化 を 踏 ま え 、今 後 の 支 援 の あ り 方 を 見 つ め 直 す 中 で の 重 いご 判 断 で あ っ た と 拝 察 し 、  深 く 敬 意 を 表 し ます 。

 

　 一 方 、  観 光 の 面 で は 、  第

4 2回 う ん な ま つ り や

第

1 1回
美 ら 海 花 火 大 会 が 開 催 さ れ 、  多 く の

村

民 や

来 訪 者 で 賑 わ い 、  村 の 魅 力 を 県 内 外 に 発

信 す る 大 き な 機 会 と な り ま し た 。

ま た 、  「 ふ る

さ と づ く り 応 援 寄 付 金 」  や  「 企 業 版 ふ る さと 納 税 」  に つ き ま し て も 、  全 国 の

皆 様

か ら 多

大 な ご 支 援 を い た だ き 、  寄 付 金 額 は 過 去 最高 を 更 新 し て お り ま す 。  本 年 も 、  特 産 品 やリ ゾ ー ト ホ テ ル 宿 泊 券 な ど 魅 力 あ る 返 礼 品

の 充 実 と 、  観

光  ・  環 境  ・  子 育 て の 強 化 を 進 め 、  全

国 の

皆 様

か
ら 愛 さ れ る 村 づ く り に 努 め て ま い

り ま す 。

 

　 結 び に 、  本 年 も 村 民 の 皆 様 と 力 を 合 わ せ 、  笑
顔 と 活 気 あ ふ れ る 恩 納 村 を さ ら に 前 に 進 め ると と も に 、  皆 様 の ご 健 康 と ご 多 幸 を 心 よ り 祈 念申 し 上 げ 、  年 頭 の ご 挨 拶 と さ せ て い た だ き ます 。

令 和 ８ 年 元 旦

 

 

年 頭

の
挨 拶

恩 納 村 長

長 浜 善 巳
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O N N A   T O PI C S

恩 納 村 に 誕 生 ― OI S T  s e a  n e X u s 開 所 、 海 と 未 来 を つ な ぐ 新 拠 点1 1 / 5

台 湾 交 流 で 学 ん だ こ と を 報 告1 1 / 2 9

　 沖 縄 県 科 学 技 術 大 学 院 大 学 （ OI S T ） は 、 瀬 良 垣 漁 港 内 に お い て 、 新 た な 海 洋 研 究 ・ 交 流 拠 点 「 OI S T s e a 

n e X u s（ シ ー ネ ク サ ス ） 」 の 開 所 式 を 執 り 行 い ま し た 。  

　 本 施 設 は 、 文 部 科 学 省 の 支 援 を 受 け て 整 備 さ れ た も の で 、１ ０ 室 の 最 新 ウ ェ ッ ト ラ ボ を 備 え 、 サ ン ゴ や 魚

類 、 海 洋 生 体 系 の 研 究 な ど 、 多 分 野 の 研 究 が 可 能 で す 。 地 域 と 研 究 機 関 、 産 学 官 民 の 連 携 を 促 進 し 、 海 洋 環

境 の 保 全 、 漁 業 や 養 殖 の 発 展 、 次 世 代 の 人 材 育 成 な ど 、 恩 納 村 の 未 来 に つ な が る 取 組 を 推 進 し ま す 。  

　 恩 納 村 は 、 本 施 設 の 活 用 を 通 し て 、 持 続 可 能 な 地 域 づ く り を 目 指 し ま す 。

　 ア ジ ア 圏 内 ＜ 文 化 ・ 交 流 ＞ 体 験 プ ロ グ ラ ム 派 遣 事 業 が  １ １  月  １ ８ 日 か ら  ２ １ 日 ま で の 日 程 で 行 わ れ 、 本 村 か ら

台 湾 へ 派 遣 さ れ た 小 学 生 ７ 名 と 中 学 生 ３ 名 が 、 台 湾 台 南 市 の 小 中 学 校 （ 官 田 國 民 中 學 、 嘉 南 國 民 小 學 ） を 訪 問

し 、 現 地 の 生 徒 と 一 緒 に 授 業 を 受 け た り 、 給 食 を 食 べ る な ど 様 々 な 交 流 を 行 い ま し た 。  

　 交 流 会 で は 、 沖 縄 県 や 恩 納 村 に ま つ わ る ク イ ズ や カ チ ャ ー シ ー を 紹 介 す る な ど 、 互 い を 知 る 良 い 機 会 と な

り ま し た 。  

　 帰 国 報 告 会 で は 、 研 修 生 は 交 流 で 学 ん だ こ と や 今 後 の 目 標 な ど を 村 関 係 者 や 保 護 者 の 前 で 発 表 し ま し た 。

経 営 革 新 認 定1 1 / 2 1

　 恩 納 村 商 工 会 の 支 援 に よ り 経 営 革 新 計 画 の 承 認 を 受 け た 、 犬 の 美 容 室 「 Wi n d y 」（ 代 表 ： 仲 本 香 織 ） 、 海 レ

ジ ン ア ー ト う み ね こ （ 代 表 ： 大 西 英 美 ） ら が 役 場 を 訪 れ 、 長 浜 村 長 に 計 画 承 認 の 報 告 を 行 い ま し た 。  

　 経 営 革 新 計 画 は 、 中 小 企 業 者 が 新 商 品 開 発 や 新 サ ー ビ ス 提

供 な ど 「 新 た な 取 組 」 を 通 じ て 経 営 力 の 向 上 を 目 指 す 計 画 で 、

沖 縄 県 が 承 認 す る と 様 々 な 公 的 支 援 策 を 活 用 で き る よ う に な

り ま す 。  

　 仲 本 氏 は 、 獣 医 師 と の 連 携 に よ る 犬 の 医 療 補 助 ・ リ ラ ッ ク ス

タ ッ チ ケ ア サ ー ビ ス を 導 入 、 大 西 氏 は 、 レ ジ ン ア ー ト 向 け 木 製

ベ ー ス の 内 製 化 ・ 販 売 に よ る 販 路 開 拓 へ 向 け た 計 画 内 容 が そ

れ ぞ れ 承 認 さ れ ま し た 。  

▼ 台 湾 派 遣
　 事 業 報 告
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